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　グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
の
経
営
改
善
と
交
流
人
口

拡
大
を
図
る
た
め
、
金
山
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う

方
々
か
ら
講
話
を
頂
い
て
い
る
山
形
大
学
東
北
創
生

研
究
所
長

　村
松
真
氏
、
吉
野
敏
充
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
代
表

　吉
野
敏
充
氏
、
大
商
金
山
牧
場
社
長

　小

野
木
重
弥
氏
の
３
氏
か
ら
聞
い
た
。

　ま
た
、「
谷
口
が
っ
こ
そ
ば
」
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
た
山
形
県
商
工
会
連
合
会
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
仙
台
市
在
住

　櫻
井
真
理
子
氏
か
ら
「
金
山
の
魅

力
の
発
信
と
交
流
人
口
拡
大
に
期
待
す
る
こ
と
」
に

つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
町
長
は
じ
め
執
行
部

も
同
席
し
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
を
は
じ
め
と
し

た
町
の
交
流

人
口
拡
大
策

に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行

っ
た
。
櫻
井

氏
に
は
今
後

も
金
山
版
交

流
人
口
拡
大

策
を
指
導
し

て
も
ら
う
よ

う
に
考
え
て

い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
交
流
人
口

拡
大
対
策
特
別
委
員
会
研
修

グリーンバレー神室のあり方
　　　　  ⇨町長へ意見書提出
ー議会全員協議会･ポストコロナ交流人口拡大対策特別委員会報告ー

要 望 書 提 出要 望 書 提 出
　９
月
定
例
会
で
上
台
川
沿
い
７
地
区
の
区
長
連
名
で

上
台
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

本
会
議
で
採
択
と
な
っ
た
。
請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
議
員
発
議
で
追
加
提
案
し
た
上
台
川
河
川
改

修
に
つ
い
て
の
要
望
書
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

河
床
整
生
と
次
の
５
点
に
つ
い
て
早
期
に
実
施
す
る
よ

う
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
た
。

①
上
台
地
区
の
国
道
１３
号
線
と
の
交
差
部
の
河
床
幅
狭

　小
箇
所
の
改
修

②
上
台
か
ら
金
山
川
合
流
点
ま
で
の
河
床
安
定
施
設

　（
帯
工
下
流
に
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
等
）

③
下
野
明
地
区
に
お
け
る
河
岸
洗
堀
法
面
崩
壊
箇
所
の

　災
害
復
旧
工
事

④
焼
山
地
区
に
お

　け
る
落
差
工
の

　損
傷
復
旧
及
び

　河
床
安
定
施
設

（
魚
道
を
考
慮
し

　た
施
設
）

⑤
入
田
茂
沢
、
本

　蒲
沢
川
に
お
け

　る
河
川
改
修

〇
上
台
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
の
要
望
書

　９
月
１
日
付
け
で
、
も
が
み
北
部
商
工

会
、
も
が
み
北
部
商
工
会
金
山
支
部
及
び

金
山
町
経
営
者
懇
話
会
か
ら
町
議
会
に

「
荘
内
銀
行
金
山
支
店
存
続
に
関
す
る
要

望
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
９
月
９

日
に
開
催
し
た
議
会
全
員
協
議
会
で
町
長

か
ら
荘
内
銀
行
金
山
支
店
に
関
す
る
店
舗

統
廃
合
の
可
能
性
に
つ
い
て
状
況
説
明
を

受
け
、
町
で
は
８
月
１７
日
付
で

　荘
内
銀

行

　代
表
取
締
役
頭
取
に
「
荘
内
銀
行
金

山
支
店
存
続
に
関
す
る
嘆
願
書
」
を
提
出

し
、
金
山
支
店
の
廃
止
に
つ
い
て
再
考
を

お
願
い
し
た
旨
、
議
会
に
説
明
さ
れ
た
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
議
会

と
し
て
は
、
議
会
全
員
協
議
会
で
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
町
経
済
の
発
展
や
、
町
民

と
の
結
び
つ
き
な
ど
荘
内
銀
行
金
山
支
店

が
担
っ
て
い
る
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
存

在
が
な
く
な
る
こ
と
は
町
民
に
と
っ
て
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
議
会

と
し
て
荘
内
銀
行
金
山
支
店
の
存
続
に
つ

い
て
強
く
要
望
す
る
こ
と
と
し
、
９
月
２１

日
に
矢
口
議
長
が
町
長
、
も
が
み
北
部
商

工
会
支
部
長
と
と
も
に
荘
内
銀
行
本
部
を

訪
問
し
、
金
山
支
店
存
続
の
要
望
書
を
提

出
し
た
。

〇
荘
内
銀
行
金
山
支
店
存
続
に

　つ
い
て
の
要
望
書

　町
長
に
提
出
し
た
議
会
の
意
見
書

　こ
の
説
明
を
う
け
議
会
で
検
討
し
た
結
果
、

大
き
な
異
論
は
な
い
が
、
町
民
の
思
い
な
ど

を
考
慮
し
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
誘
客
策
、

経
営
改
善
策
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
左
記
の
意
見
書
を

提
出
し
た
。

①
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
全
体
の
施
設
運
営

　と
活
用
策
を
策
定
す
る
こ
と
。

　
　来
年
９
月
ま
で
は
最
終
検
討
結
果
を
提

　示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
経
営
継
続
施
設
に
つ
い
て
は
、
経
営
責
任

　意
識
を
持
ち
赤
字
解
消
策
に
取
り
組
む
こ

　と
。

　
　経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
な
ど
も

　受
け
な
が
ら
経
営
改
善
に
務
め
て
い
た
だ

　き
た
い
。

③
拙
速
に
結
論
を
町
民
に
周
知
す
る
の
で
は

　な
く
、
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
希
望

　に
繫
が
る
今
後
の
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室

　の
方
向
性
を
探
す
こ
と
。

　
　譲
渡
先
、
指
定
管
理
先
な
ど
協
力
事
業

　者
の
模
索
を
継
続
し
、
努
力
し
て
い
た
だ

　き
た
い
。

　
　
　
　町
長
説
明

　令
和
４
年
７
月
２９
日
に
開
催
さ
れ

た
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町

長
か
ら
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
あ
り

方
に
つ
い
て
一
部
を
見
直
し
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
主
な
内
容
は
左

記
の
通
り
。
町
長
の
説
明
を
受
け
、

８
月
２９
日
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
交
流

人
口
拡
大
対
策
特
別
委
員
会
で
協

議
し
、
９
月
９
日
に
開
催
し
た
議

会
全
員
協
議
会
で
町
長
に
議
会
と

し
て
の
意
見
書
を
提
出
し
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
執
行
部
と
協

議
を
行
っ
た
。

①
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
神
室
に
つ
い
て

　は
、
毎
週
１
回
休
館
と
し
、
建

　物
の
換
気
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

　現
在
の
施
設
で
２
年
程
度
営
業

　を
継
続
す
る
こ
と
。

②
ス
キ
ー
場
は
譲
渡
先
を
見
出
せ

　な
い
場
合
は
、
令
和
５
年
度
シ

　ー
ズ
ン
か
ら
の
営
業
は
行
わ
な

　い
こ
と
。

③
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
が
増
加

　し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン

　プ
場
、
広
場
に
つ
い
て
は
継
続

　し
て
運
営
す
る
。

町長へ意見書提出（9/9）

交流人口拡大研修　櫻井氏講演（9/16）

上台川現地調査


